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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

羽
州
街
道

第
７
回

は
じ
め
に

　

山
形
県
上
山
市
は
、
名
峰
・
蔵
王
の

懐
に
あ
る
、
温
泉
町
、
城
下
町
、
宿
場

町
と
い
う
３
つ
の
顔
を
も
つ
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
た
ま
ち
で
あ
る
。

　

市
内
を
南
北
に
走
る
羽
州
街
道
は
、

岩
代
国
の
桑
折
宿
（
福
島
県
伊
達
郡
桑

折
町
）
で
奥
州
街
道
か
ら
分
岐
し
、
出

羽
国
を
経
由
し
て
陸
奥
国
に
入
り
、
油

川
宿（
青
森
県
青
森
市
）で
奥
州
街
道
に

合
流
す
る
脇
往
還
で
、
上
山
市
内
へ
は

現
在
、
金
山
峠
を
経
て
楢
下
宿
に
入

り
、
本
庄
地
区
を
通
り
、
中
心
市
街
地

で
あ
る
上
山
宿
の
あ
っ
た
十
日
町
通
り

に
至
る
。
そ
し
て
隣
接
の
山
形
市
へ
北

進
し
て
い
く
。

　

藩
政
時
代
、
参
勤
交
代
の
際
に
は
13

藩
が
利
用
し
、
天
保
年
間
の
「
旅
籠
取

覚
帳
」
に
よ
る
と
、
出
羽
三
山
詣
で
の

行
者
や
商
人
な
ど
も
多
く
往
来
す
る
な

ど
、
羽
州
街
道
は
、
人
や
文
物
を
つ
な

ぎ
、
地
域
や
文
化
の
交
流
を
支
え
る
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
。

羽
州
街
道
沿
い
の 

２
つ
の
宿
場
上
山
宿
と
楢
下
宿

　

上
山
城
下
に
位
置
し
た
上
山
宿
は
、

古
く
か
ら
温
泉
町
と
し
て
、
羽
州
街
道

の
宿
場
の
中
で
も
屈
指
の
に
ぎ
わ
い
を

誇
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

東
日
本
を
中
心
に
旅
行
組
合
と
し
て

東
講
が
結
成
さ
れ
、
こ
の
東
講
に
加
盟

す
る
旅
宿
や
問
屋
、
商
店
な
ど
を
紹
介

す
る「
東
講
商
人
鑑
」は
、
現
代
の
い
わ

ば
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
の
だ
が
、

こ
の
中
で
も
、
上
山
宿
は
他
地
域
よ
り

多
く
の
ペ
ー
ジ
を
割
い
て
紹
介
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
に
ぎ
わ
い
ぶ

り
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

出
羽
国
に
入
り
最
初
の
宿
場
と
な
る

楢
下
宿（
上
山
市
楢
下
地
区
）は
、
金
山

川
沿
い
に
開
け
た
宿
場
で
、
本
陣
、
脇

本
陣
、
問
屋
、
旅
籠
な
ど
を
備
え
、
風

格
の
あ
る
街
並
み
は
コ
の
字
形
に
形
成

さ
れ
、
上
町
、
横
町
、
下
町
、
新
町
か

ら
な
る
。
明
治
16
年
に
新
道
が
切
ら

れ
、
宿
場
の
街
並
み
は
ロ
の
字
型
に
変

わ
っ
た
も
の
の
、
地
域
に
残
る
本
陣
跡

や
茅
葺
の
古
民
家
群
、
白
壁
の
蔵
や

ア
ー
チ
型
の
石
橋
な
ど
は
、
往
時
の
面

影
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

　

羽
州
街
道
は
、
青
森
や
秋
田
等
の
諸

大
名
が
往
来
し
、
中
で
も
秋
田
の
久
保

田
藩
主
で
あ
る
佐
竹
候
が
街
道
の
整
備

に
注
力
し
た
た
め
羽
州
街
道
は
別
名

「
佐
竹
街
道
」と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。　

　

楢
下
宿
で
は
、
女
性
た
ち
が
徳
利
を

人
が
紡
ぐ
感
動
と

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り上か

み
の
や
ま山

市
長　

横よ

こ

と戸
長ち

ょ

う

べ

え

兵
衛
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の立替金で、完成後、利用者から橋銭を徴収し返済）
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手
に
踊
る「
楢
下
と
っ
く
り
踊
り
」が
継

承
さ
れ
て
い
る
が
、
久
保
田
藩
が
来
訪

し
た
際
、
楢
下
宿
で
は
、
こ
の
と
っ
く

り
踊
り
で
も
て
な
し
た
と
伝
え
ら
れ
、

そ
れ
が
秋
田
お
ば
こ
に
合
わ
せ
て
踊
ら

れ
る
の
は
久
保
田
藩
へ
の
感
謝
の
気
持

ち
の
表
れ
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

歴
史
上
、
重
要
な
街
道
と
し
て
物
流

や
文
化
、
地
域
間
の
交
流
を
支
え
て
き

た
こ
の
羽
州
街
道
は
、
平
成
７
年
に「
歴

史
国
道
（
国
土
交
通
省
）」
に
選
定
。
そ

の
後
、
平
成
８
年
に
「
歴
史
の
道
百
選

（
文
化
庁
）」
に
選
ば
れ
、
平
成
９
年
に

は「
羽
州
街
道　

楢
下
宿　

金
山
越
」と

し
て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

街
道
が
つ
な
ぐ
地
域
活
動
の
輪

　

と
っ
く
り
踊
り
継
承
の
ほ
か
、
楢
下

宿
で
は
、
地
元
の
人
た
ち
が
、
楢
下
じ

い
ち
ゃ
ん
ズ
倶
楽
部
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
ズ

倶
楽
部
を
組
織
し
、
観
光
客
ら
に
郷
土

料
理
や
古
民
家
の
囲
炉
裏
で
納
豆
あ
ぶ

り
餅
な
ど
を
ふ
る
ま
い
、
観
光
客
と
の

交
流
を
通
し
て
、
地
域
活
性
化
を
図
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
本
庄
地
区
で
は
、
毎
年
10
月

に
、「
羽
州
街
道
飛
脚
駅
伝
」が
実
施
さ

れ
、
飛
脚
に
扮
し
た
地
区
民
た
ち
が
タ

ス
キ
な
ら
ぬ
状
箱
を
担
ぎ
な
が
ら
街
道

を
走
り
抜
け
、
秋
の
風
物
詩
と
し
て
人

気
を
集
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
十
日
町
通
り
は
、
江
戸
時

代
の
ま
ま
の
道
幅
で
残
っ
て
お
り
、
東

講
商
人
鑑
と
見
比
べ
な
が
ら
、
当
時
を

し
の
ぶ
ま
ち
歩
き
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
城
下
町
の
風
情
を
守
る
べ

く「
城
下
町
再
生
志
士
隊
」な
ど
の
市
民

活
動
も
活
発
に
行
わ
れ
、
街
道
が
多
く

の
人
た
ち
の
心
を
つ
な
ぎ
地
域
活
動
の

輪
を
広
げ
て
い
る
。

魅
力
あ
る
人
と
地
域
資
源
に 

さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て

　

本
市
は
こ
う
し
た
市
民
の
動
き
を
と

ら
え
る
と
と
も
に
、
今
あ
る
地
域
資
源

に
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
る
施
策
の
展
開

に
努
め
て
い
る
。

　

楢
下
宿
で
は
、
市
指
定
文
化
財
で
あ

る
古
民
家
の
大
黒
屋
に
厨
房
を
設
置
。

イ
ベ
ン
ト
に
あ
わ
せ
、
地
区
民
が
地
元

の
食
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
環
境
を
整

備
し
た
。
ま
た
、
上
山
城
下
に
あ
る
十

日
町
通
り
は
、
国
か
ら
認
定
さ
れ
た
上

山
市
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
の

も
と
、
城
の
周
辺
を
含
め
、
城
下
の
雰

囲
気
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ま
ち
中
を
周

遊
で
き
る
よ
う
、道
路
の
美
装
化
や
フ
ァ

サ
ー
ド
の
改
修
を
進
め
る
な
ど
、
回
遊

性
と
滞
留
性
を
高
め
て
、
に
ぎ
わ
い
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
羽
州
街
道
を
通
っ
て
参

勤
交
代
の
武
士
や
商
人
、
出
羽
三
山
参

り
の
町
民
ら
が
多
く
訪
れ
た
「
か
み
の

や
ま
温
泉
」。
奥
羽
三
楽
郷
と
し
て
親

し
ま
れ
た
本
市
は
、
お
も
て
な
し
の
心

で
人
の
絆
を
紡
ぎ
多
く
の
感
動
と
笑
顔

で
あ
ふ
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
。

観光客に人気の郷土料理“納豆あぶり餅”を振る舞う「楢下
宿ばあちゃんズ倶楽部」のみなさん

　

羽
州
街
道
は
、
古
く
は
、
源
頼
朝

の
奥
州
攻
め
に
あ
た
り
「
鳥
取
越
」（
現

在
の
小
坂
峠
）
の
名
で
記
録
に
あ
ら
わ

れ
る
。

　

五
街
道
に
準
ず
る
重
要
な
脇
往
還
の
ひ

と
つ
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。
桑
折
宿
（
福

島
県
）
を
起
点
に
、
山
中
七
ヶ
宿
（
宮
城

県
）
を
通
り
、
奥
羽
山
脈
を
越
え
て
出
羽

国
に
入
り
、
上
山
藩
領（
山
形
県
）を
通
っ

て
、
山
形
、
天
童
、
新
庄
な
ど
の
各
藩
内

を
経
由
。
院
内
峠（
雄
勝
峠
）か
ら
秋
田
藩

領
を
縦
断
し
、
さ
ら
に
矢
立
峠
か
ら
津
軽

藩
（
青
森
県
）
へ
延
び
る
長
大
な
街
道
で
、

終
着
地
の
油
川
宿（
青
森
県
）ま
で
の
間
の

宿
場
町
は
58
宿
を
数
え
る
。

　

羽
州
街
道
の
大
部
分
は
、
現
在
の
国

道
7
号
、
13
号
、
１
１
３
号
の
基
礎
と

な
っ
て
い
る
。

一
口
メ
モ

羽州街道

奥
州
街
道
と
並
ぶ
東
北
の
二
大
街
道

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」


